政治化される「共生」 : エチオピアにおける宗教対立をめぐって by 石原 美奈子





























した（石原 2014b; 2014c）。 
だが、エチオピア正教会の特権的な地位は帝政の崩壊とともに解消された。帝政崩壊後
                                                   
1 2007 年の統計報告によると、人口 7375 万人のうち、正教会系キリスト教徒が 3209 万人
（43.5%）、プロテスタントが 1366 万人（18.5%）、カトリックが 53 万人（0.7%）で、ム
スリムは 2504 万人（33.9%）であった。 
2 メネリク（1844 年生）は、（現在エチオピア中央部の）ショワの領主サハレセラシエの孫
として生まれ、皇帝ヨハンネス 4 世より 1878 年に王位を授かった。資源豊かな南部一帯を
支配下に置くために軍勢を派遣して征服し、今日のエチオピアの礎を形作った。1889 年に







































（Abbink 1998; 石原 2014c）。エチオピア北東部ウォッロ地方はムスリムとキリスト教徒
が共生する「エチオピアの縮図（microcosm）」（Ghelawdewos 2011）と称える見方もある
が、これは 19 世紀後半皇帝ヨハンネス 4 世（在位 1872-89）がウォッロでムスリムの強制










ダッラー（第 4 節参照）である（Erlich 2007）。 







































9 アムハラ語でメチャチャル（mechachal）とは、「許容する／寛容に扱うこと（to tolerate）, 




10 2007 年統計によると、国内のオロモ人口（25,363,756 人）は、エチオピア人口（73,750,932）
のおよそ 34.4%を占める。 





とは対照的に、ジンマ王国は、王アッバ・ジファール 2 世（1932 年没）がメネリクに対し
て莫大な上納金や貢納品の支払いの代わりに自治権確保の約束を取り付けた。だが王アッ






























るようになった。こうして 5 つの王国は、周辺のオロモ諸王国とは異質な、5 つのムスリム
王国となったのである（Mohammed 1990）。 





2,177,836(87.6%)、ついでアムハラ 100,649(4%)、ダウロ 31,842(1.3%)となっている。 

































人ハリスは、エンナーリア王国のあった地に建国されたギベ 5 王国の 1 つ、リンム王国の 2

















Hedar 月のミカエル Michael の祭日には依然として『ワク』への供犠は行われる。聖樹































                                                   
14 ハリスは英国人なので、英領インドの慣例に従い、イスラーム学者をムッラーと言及し
たのであろう。 
15 D’Abbadie  N.A.F. 21300, f. 790-91。 
16 D’Abbadie  N.A.F. 10223, f. 59。 































草からの抽出物や唱え事を用いて治すふりをする。以下に、P. Leon des Avanchers が
語ってくれた例を示そう。 
 『私がゴンマを通過した時のことである。主が病気になり tolfata（贖罪）19を行おうと
考えた。そこで主はジンマ（Gimma Caca）に、ガルバーボ garbabo と呼ばれる bethel
（Celastrus Edulis）20を買いに奴隷を１人遣いにやった。この植物は精神に活力を与え





19 Tolfata は、オロモ語で呪術を意味する[Tilahun 1989:561]。 
20 ガルバーボは、オロモ語でカート（Catha edulis）を意味する。キンマはアフリカには
ない。 


















くれたまえ。私たちのために邪悪な病から救いたまえ（Garbabo, nama gura cabda noti 








そして病を取り除くのです。さあ、Bemba よ、Sinca よ、Giccio よ、手伝いにきておくれ。』
ゴンマ王国には、住民が崇拝の対象とする丘が２つある。その一つが Sinca と呼ばれ、ア












                                                   
21 おそらく waddeesa（Cordia africana）のこと。 
22 Awanno のことか。 
23 Kella eegdu biya（国を守る検問所）のこと。 
























た H. ルイスは、王アッバ・ジファールが 1830 年、ゴンダール出身の「商人で宗教者であ














                                                   
24 ハドラ（hadra）はアラビア語で、祈祷を目的とした宗教集会を意味する。 
25 インフォーマント：Hadha Macha Abba Digga(Laalo クラン)。Jiren にて。インタビュ
ーは、1993 年 9 月 20 日に実施。Hadha Macha の亡き夫 Abba Mogga は、ナッガーディ
エのシャリフ Sharif 外婚クランに属し、アブドゥルハキームの曾孫にあたる。 




































ルハキームは、アッバ・ジファールに「神に＜（集団礼拝用の）40 人モスク（Or. masgiida 
afurtama）＞を建てると誓願（Or. Ar. nazri）しなさい。そうしたら病は治るでしょう」、
と進言した。そしてアブドゥルハキームがジンマに戻り、（王国の）入口（Or. kella）を通
                                                   
26 ジンマは、J の頭文字をもつ「ジンマ Jimma・（宮殿の置かれた地）ジレン Jiren・（王
国の最盛期の王の名にちなんで）Jifar」が関連していることから、文脈に応じては「３つ
の J（Jiib sedi）」と呼ばれることがある。 
27 Ali Daraar については、チェルッリもグルマも言及している（Cerulli 1933:63-65、
Guluma 1993）。 






































                                                   









































                                                   
29 Hussein Ahmed によると、Jamaa Negus は、18 世紀末エチオピア北東部ウォッロ地
方のハルブ Harbu から徒歩半日間の距離にある場所の名前で、そこには、カーディリーヤ
に属する急進的宗教指導者 Shaykh Muhammad Shafi b. Asqari Muhammad（1806-07 年
没）の墓廟がある（Hussein 2001: 83-89）。ここでいう Jamaa Negus は、人名というよ
り、その人物の出身地を表しているのかもしれない。 
30 インフォーマント：Farid Abba Borr（Sayo クラン）, Gera 町、インタビューは 2001
年 9 月 5 日に実施。 
31 インフォーマント：Abba Dilbi Abba Gojjam（Tuni クラン）、インタビューは 2002 年 9
月 14 日に実施。 








































































化のるつぼ」の様相を呈する独特の風土を特色とする（Hussein 2001: 2）。13 世紀、ウォ
ッロはキリスト教徒アムハラが支配勢力であった。その後、16 世紀前半に同地域は、イマ
ーム・アフマド・イブラーヒーム（アフマド・グランニ）配下のムスリム勢に征服された。





諸侯が「群雄割拠」する政治状況が 19 世紀半ばのテオドロス 2 世（在位 1855-68 年）の出
現により収拾に向い、キリスト教徒帝国が再興された。その過程で、ウォッロのムスリム・
オロモ首長国もキリスト教王国に征服され、ムスリム首長たちは駆逐された。だが、テオ
                                                   
32 Naggādōta は、naggāde（アムハラ語）の複数形（オロモ語で-oota は複数形の語尾）で
ある。 
33 実際、マハディストの遣いの者がグマやジンマを訪問し、従属を迫った（Borelli 1890: 
353-354）。 








が知られるところとなった新興ムスリム国家のギベ 5 王国に移住した。 
 ヨハンネス 4 世の強制改宗政策は、ジンマ王国の王アッバ・ジファール 2 世（在位























                                                   
34 Ifat の Qorare は、イスラーム法学教育の拠点として古くから知られ、シャーフィイー学
派の発信源であった（Hussein 2001: 67）。 






















































38 インフォーマント：Abba Oli Abba Nura Hajj Mauhmud（Hajj Mahmud の孫）、Argubba
クラン、ジンマ市 Alfa Bar にて、インタビューは 1994 年 9 月 3 日に実施。 
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Hajj Yūsuf Khalīfa Nūraddīn Alī は、曾祖父 Alī がティグライ Tigray のマッサワ（現在は
エリトリア領）出身で、曾祖父は兄弟と共にリンム王国にやってきた。ユースフは、ヒジ
ュラ暦 1295（1878）年ラマダン月 25 日にグマで生れた。幼少よりジンマ・グマを報復し
ながらコーラン、法学（Ar. fiqh）、文法学（Ar. hawwi）を修得した。その後、ウォロのダ
ウエに向い、ヒジュラ暦 1319（1901/02）年、ダンナのシャイフ・アフマド Shaykh Ahmad 
ibn Adam ad-Danniy からカーディリーヤのイジャーザを授かる。シャイフ・アフマドのも
とで年上のシェーコタ・グマ（「グマのシェーコタ」という尊称で呼ばれるようになる Hajj 
Adam のこと）とイスラーム諸学を学んでいたが、ヒジュラ暦 1324（1906/07）年、一緒
にメッカに巡礼に行く。メッカで、シャイフ・マフムード Shaykh Mahmūd ilma 
Nūraddā’im ilma Ahmad at-Taibī からサンマーニーヤのイジャーザを受け取る。シャイ
フ・マフムードは、スーダンで（サンマーニーヤの始祖である）シャイフ・ムハンマド Shaykh 
Muhammad Abdulkarīm as-Sammānī（1718-1775）の後継者（Ar. khalīfa）であった。
エチオピアに戻ったハッジ・ユースフは、ジンマに戻り、そこでヒジュラ暦 1329（1911）




ユースフはデドに住んでおり（先述）、友人のアッバ・ワジ・アッバ・ゴモル Abba Waji 
Abba Gomol（1937/38 没）と二人でメッカ巡礼を行った。二人は、まずカイロに寄って
イマーム・アッシャーフィイーImām ash-Shafi’ī39の墓廟（Ar. qubba）とハルワティーヤ40






シャリフ Sayyid Sharif Abdulqadir からティジャーニーヤの許可を授かった。その時、ア
リー・アルハラーズィム著の『不可視の宝玉 Jawahir al-Ma’ani』を受け取った（先述）。 







の学者（Ar. ’ālim）であるサイイド・ムハンマド Sayyid Muhammad al-Futi Alfa-Hashim
（Volta 出身）に出会い、ティジャーニーヤの教えを強化した。メッカではモロッコ人（Fāsī）
                                                   
39 シャーフィイー学派の祖。 
40 サンマーニー教団はハルワティー教団から分枝した教団。 


















アフマド・ウマルの功績を讃えて Kashf al-Hazan を著した41。 
 



















取り締まりと迫害が厳しくなるにつれ、規模縮小を余儀なくされた（Eide 2000: 162-174）。 
デルグ政権期の宗教政策の特徴としては、まず第一に、帝政下で特権的な位置づけにあ
                                                   
41 インフォーマント：Abba Jihad Hajj Yusuf、Jimate Daru にて、インタビューは 1994
年 9 月 7 日に実施。 












 1979 年 9 月中旬、ティジャーニー導師として多くの信奉者をもつアルファキー・アフマ
ド・ウマルの長男サイイド・ムハンマドハサンの息子たち、サイイド・マアウィヤ、サイ
イド・マフムード、サイイド・ヤースィンの 3 人が大勢の付添い人とともに警察に連行さ
れた。サイイド・マアウィヤ（当時 35 歳）はケイラーティ村の自宅から付添い人 10 人と
ともに、サイイド・マフムードはクダ村の第二妻宅（Or. gafo）から付添い人 5 人とともに、
そしてサイイド・ヤースィンはカルサ郡のマブルーカ村の自宅から付添い人 6 人ともに連
行された。 

































































                                                   
42 バレ地方では、「アハル・アッスンナ」は、イスラーム復興主義者が自称としている（Østebø  
2012）。 
43 ムフティーとは、ファトワー（法学裁定）を出す法学者。 

































                                                   
44 インフォーマント：息子アブドッラティーフ・ムハンマドアリー。インタビューは 2003
年 8 月 10 日ボト町アッバ・サディ宅で行った。 
45 カバレとは、デルグ政権期に導入された住民自治組織で、行政の末端機関となっている。 






































タ（Ras Desta Damtew）（1937 年没）がゴンマ郡の行政長官をつとめていた 1920 年代に
建設された49。教会は町の東側、東西に町を横切る道の北側の小高い丘の頂上にある。当時
子宝に恵まれなかったラス・デスタが、妊娠中の妻50に陣痛が起きた時、無事に子が生まれ







養育された。後に皇帝となるハイレセラシエ 1 世（在位 1930-74）の長女テネンニウォルク
(2003 年没)と結婚し、1928 年にエチオピア南部スィダモの行政長官として赴任するまで 7
年間ゴンマ郡の行政長官をつとめた(石原 2007; Bahru 2005)。ラス・デスタは、欧米訪問
の経験から近代化推進主義者で、赴任地において道路の建設や教育の普及、科学医療や浄
水施設の普及に尽力した（Prouty & Rosenfeld 1981: 49）。 
50 ラス・デスタの妻は、最後の皇帝ハイレセラシエ 1 世（在位 1930-1974）の娘テネンニ・
ウォルク(1912-2003)である。 




























                                                   





確な数字は不明である。教会の数 169 という数値は Feiruz Surur & Mirgissa Kaba (2000)
による。それによると、2000 年の段階でジンマ県にはモスクが 240 以上、エチオピア正教





会は 60 近くあったとされるので、この数値も基準に疑わしいところがある。 
54 2007 年統計によると、アジスアベバ人口（2,739,551 人）の 74.7%がエチオピア正教会
信徒である。ジンマ県のエチオピア正教会信徒は 277,917 人（県人口の 11.2%）である（CSA 
2007）。 
55 ただジンマ県の人口に占めるプロテスタントの割合（2.97%）は少ない（CSA 2007）。 
56 2007 年統計によると、バシャシャ町の人口は、4,971 人（1,035 世帯）とある。 






寄ったことがある。この町で 2006 年 10 月にムスリムが教会を襲撃する事件が発生した。
この事件は、警察当局が迅速な対応を怠ったことから、政府による陰謀説が流れ57、加えて
その凄惨な殺害の状況や証言が You Tube で流れたことから、人々の記憶に残るものとなっ
た。むろんこの事件は、突発的に起きたものではなく、発生前に伏線となる小さな衝突が

















 2006 年 10 月 15 日（日）はアウエの祭日である。その前夜、バシャシャのみならずアガ
ロなど周辺の町からキリスト教徒およそ 100 人が礼拝や翌日の祭の食事の準備のために集
まっていた。真夜中を回った 00:15 ころ、総勢 700～1000 人のムスリムが鉈や犂をもって
やってきた。殺害されたのは 6 人であった。そのうち 2 人は司祭（バシャシャのアウエ教










58 2015 年 8 月 12 日、バシャシャの聖アウエ教会を訪ねた。教会の設立メンバーの一人で
同事件の時、辛くも殺害を逃れたブルハヌ氏から話を聞くことができた。 
59 2015 年 8 月 15 日、ジンマ市内で、バシャシャの副代表シャイフ・アブドゥルカーディ
ル・アッバ・ガロ（52 歳・Ennanno クラン）とインタビューを実施した。 
60 国勢調査（2007 年）では、バシャシャ人口は 4,971 人（1,035 世帯）となっている。 




















マドはバシャシャのモスクのイマームを務めることになった。2 年間教える中で計 460 人も
の弟子（darasa）をもつまでになった。 








いた。たとえば、殺された 6 人のキリスト教徒の 1 人にアッボイェ氏がいる。ウォッレガ
出身のオロモであったアッボイェ氏は建築技師で、敬虔なキリスト教徒でありながら、ム
スリムに対する敬意の念から、数多くのモスクの建設を無料で請け負った。Omo Quntulle







                                                   
61 この人物はバシャシャでの事件発生後行方をくらましており、筆者が聞き取りを行った
2015 年 8 月時点においてもまだ逮捕されていなかった。 














年 場所 概要 



























者 558 人に禁錮 6ヶ月～25
年の判決が下された63。 
                                                   
62 2006 年 10 月 5 日付スーダン・トリビューン記事
（http://www.sudantribune.com/spip.php?iframe&page=imprimable&id_article=17975 
2016 年 2 月 19 日入手） 
63 2011 年 7 月 1 日付ロイター・アフリカ記事
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（http://af.reuters.com/article/ethiopiaNews/idAFLDE76016820110701?sp=true 
64 2011 年 4 月 27 日付 International Christian Concern 記事
（http://www.aina.org/news/20110426215117.htm）。 









（オロミア州代表・ジンマ県代表でもある）。2015 年 8 月 17 日インタビュー実施。 
66 2012 年 10 月、抗議デモが全国各地で行われるなかエチオピア・イスラーム最高評議会
の事務局構成員を選出するための地方選挙が全国で行われ、元サウジアラビア大使シャイ





チオピア東部のイスラーム古都ハラル出身で 1950 年にレバノンに移住し 1980 年代に「イ








社会では異端であるが、欧米先進国では支持者が多い（Mustafa Kahba & Haggai Erlich 
2006）。 













                                                                                                                                                     
フ・キヤール・ムハンマドアマンが議長に選ばれた。 







者たちが「イスラーム博愛主義協会」に対してつけた蔑称である（Mustafa Kahba & Haggai 
Erlich 2006）。 
69 全国 85 県からそれぞれ 13 名のムスリム教員を集めてセミナーが行われた。レバノン人
教師は 20 人動員された。インフォーマント：シャイフ・アフマッディーン・アブダッラー





任）。2015 年 8 月 17 日インタビュー実施。 
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 そこで政府はまず 2011年 9月にアウリヤ学校の運営をイスラーム世界連盟から切り離し、
2011 年 12 月アウリヤ学校で働くアラビア語教員を追放した（Ficquet 2015）71。2012 年 1
月、学校運営への政府の介入に対してアウリヤ学校校内で抗議デモが行われ、これを皮切
りに国内各地（特にアジスアベバ市内のアヌワール・モスクとアウリヤ学校）のモスクで
定期的に抗議集会が開かれるようになる。さらに、2012 年 4 月、（故）メレス首相（当時）
が国会で、アルシとバレ地方のモスクで行われた抗議行動の扇動者を「アルカイダ」の影
響を受けた過激派分子と呼んで非難したことでさらに抗議行動が激化した。そして 2012 年





















                                                   
71 筆者は 2011 年 8月、アジスアベバに二校あるアウリヤ学校（一校は 1～8 年生の学校で、












































 政府は 2010 年以降、キリスト教諸派やムスリムの共存や対話を促すコンソーシアムや





                                                                                                                                                     
ャマア・アッスーフィー協会事務局長）、2015 年 8 月 20 日実施。 
74 「チャリティーと社会（Charities and Societies）」法（法令第 621/2009）は 2009 年に
発布され 2010 年から施行されている。 
75 500 万人いるとされるメンバーに対しては、１月あたり会費として 5 ブル以上（30 円）
の支払いを義務付けているという。だが、本部の家賃 1 万 2000 ブルや本部に駐在するスタ
ッフ 7 人の給料は、会費から工面しているという。インフォーマント：ハッジ・サラフッ
ディン・ディンカ（アハル・アッスンナ・ワルジャマア・アッスーフィー協会事務局長）、
2015 年 8 月 20 日実施。 








































                                                   
76  インフォーマント：バシャシャの副代表シャイフ・アブドゥルカーディル・アッバ・ガ
ロ。2015 年 8 月 15 日ジンマ市内でインタビューを実施した。 
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